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Abstract
　It is well known that odor-evoked autobiographical memories contain some special 
features, such as more emotional, vivid, specific, rare, and so on. It is so called “Proust 
phenomenon”. The present study reviews the psychological literature addressing 
Proust phenomenon in elderly adults and discusses the future direction of it. The 
reviewed research suggests that the positivity effects, the future event representation 
and influences on mental health are important factors for autobiographical remembering 
cued by odor in elderly adults. Future studies are needed to reveal both some functions 
and a cognitive mechanism of it.
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１．はじめに
　マルセル・プルースト（1913）による長編小説“失われた時を求めて”の中で，主人公
が紅茶に浸したマドレーヌの匂いを嗅いだ瞬間に幼少期の出来事をありありと思い出すと
いう有名な場面がある。この場面が極めて印象的に描かれたことから，匂いとの遭遇を契
機として過去の記憶が思い出される現象は一般的にプルースト現象と呼ばれ，多くの人の
関心を集めるようになった。プルースト現象は匂いには記憶を呼び覚ます特別な効果があ
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ることを示唆しているが，実際にこのような現象は起こり得るのであろうか。
　この問題を解明するために，プルースト現象で想起される記憶が過去の個人的な出来事
の記憶であることから，その特徴を反映している自伝的記憶（autobiographical memory）
を対象とした認知心理学的研究が行われている（レビューとして，Chu & Downes, 2000a; 
Larsson & Willander, 2009; 山本, 2015a, 2016a, 2016b）。多くの研究では，実験参加者に
日常的な匂い（e.g., チョコレート）を提示し，それと関連した過去の出来事の想起を求め
た後，その記憶の鮮明さや情動性等を評定値によって測定する。それらと言語や視覚刺激
を手がかりとして想起された記憶との比較が行われた結果，匂い手がかりによって想起さ
れた自伝的記憶は，他の手がかりによって想起された記憶よりも鮮明でかつ情動的であり，
古いこと等が明らかにされた（e.g., Chu & Downes, 2000b, 2002; Herz, 2004; Herz & 
Schooler, 2002）。
　しかしながら，従来の研究はどちらかといえば参加者の大半が大学生等の若年者に偏っ
ていた。これまで蓄積された知見の一般化可能性を検証していくためには，参加者の年齢
層を広げた検討が必要であるが，なかでも高齢者は極めて重要である。自伝的記憶が日々
の経験によって蓄積されているものであるとするならば，高齢者では若年者よりも多くの
バリエーションの自伝的記憶が保持されていると考えられる。だとすれば，高齢者を対象
として自伝的記憶の想起を求めた場合には，若年者を対象とするよりもさらに広範囲の自
伝的記憶の中から，実験者が求めた条件に適切な記憶が選択されると予測される。このよ
うな加齢による影響が実験結果に反映される可能性は十分に考えられる。
　そこで本研究では，当該分野の中でもこれまで少数ながら行われている高齢者を対象と
した研究に焦点をあてた文献展望を行い，それらから導き出される今後の検討課題を整理
していくことにする。文献展望では，従来の研究で中心的に検討されてきた自伝的記憶の
鮮明度や情動性などの記憶特性と，生起時期の観点から研究を整理する。次に，今後の検
討課題として，ポジティブ優位性効果，未来事象，精神的健康への影響の３つの観点から
検討する。このような検討を通して，今後行うべき課題を明確にすることにより，本研究
領域をさらに発展させるための視点を提供する。
２．高齢者を対象とした従来の研究
　高齢者を対象とした従来の主要な研究を表１にまとめた。以下では，この表に基づき，
従来の研究を整理していく。
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２．１．記憶特性
　１で示したように，若年者を対象とした従来の研究では，匂い手がかりによって想起さ
れる自伝的記憶は情動的かつ鮮明であるという特徴が報告されている。それでは高齢者を
対象とした場合にはどうであろうか。たとえば，Willander & Larsson（2006）は高齢者
を対象に匂い，言語，写真をそれぞれに手がかりとして自伝的記憶の想起を求めた。その
結果，匂い手がかりによって想起された自伝的記憶が，言語や写真手がかりによって想起
された自伝的記憶よりも追体験感覚が強いことがわかった。また，Willander & Larsson
（2007）は同じく高齢者を対象に，匂いのみ，言語，匂いと言語の３種類の手がかりを用
いた場合の自伝的記憶特性の比較を行っている。実験の結果，匂いのみが他の条件と比較
して最も情動的でかつ追体験感覚が強く，快な自伝的記憶が想起された。さらに，言語あ
るいは匂いイメージを手がかりとして自伝的記憶の想起を高齢者に求めた結果，匂いイ
メージでは言語を手がかりとした場合と同程度の情動性，鮮明度をもつ自伝的記憶が想起
されることが示された（Willander & Larsson, 2008）。これらの結果は，おおむね若年者
を対象とした実験結果（e.g., Herz, 2004; 山本, 2014a）を追認するものである。
　上記の研究は高齢者のみを対象としたものであるが，若年者と高齢者を比較した研究も
少数ながら行われている。記憶特性を検討した研究ではないが，たとえば，Maylor, 
Carter & Hallet（2002）は高齢者と若年者を対象とし，言語手がかりによって自伝的記憶
の想起を求め，その際の匂い提示の有無を実験要因として操作した。その結果，匂いが提
示された場合の方が提示されない場合よりも自伝的記憶の想起数が多くなったが，年齢間
による差はみられなかった。Yamamoto & Sugiyama（2016）は高齢者と若年者を対象と
して，匂い手がかりによって自伝的記憶の想起を求め，記憶特性の評価を行わせた。その
結果，高齢者では若年者よりも鮮明性等の様々な記憶特性が高くなることが報告されてい
る。この研究は“思い出そう”という想起意図を伴った想起，いわゆる意図的想起（voluntary 
remembering）事態での検討であるが，近年，山本・富高（2016a）は，想起意図を伴わ
ずに“ふと思い出される”記憶，いわゆる無意図的想起（involuntary remembering）に
焦点をあて，Yamamoto & Sugiyama（2016）の研究とは逆の結果を報告している。山本・
富高（2016a）の研究では，高齢者と若年者を対象に日常生活の中で匂い手がかりによっ
て無意図的想起が生起された時点でその内容や特徴を記録させる日誌法を用いた検討が行
われた。その結果，若年者の方が高齢者よりも快であり，重要で鮮明な自伝的記憶を想起
することが報告された。このように匂い手がかりによって想起された自伝的記憶の特性を
検討した高齢者と若年者の比較研究では，いまだ研究数が少ないものの，若年者による優
位性を示唆した知見と，高齢者による優位性を示唆した知見が報告されている。
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２．２．生起時期
　プルーストが想起した記憶が幼い頃の出来事であったことから，従来の研究では匂い手
がかりと他の種類の手がかりによってそれぞれに想起された自伝的記憶の生起時期を比較
した研究が複数行われている（Chu & Downes, 2000b; Willander & Larsson, 2006, 2007）。
自伝的記憶の生起時期に関する研究では，これまでの個人の生涯において自伝的記憶がど
のように分布しているかを検討するため，そのスパンが短い若年者では妥当な結果が得ら
れない可能性があることから，高齢者を対象とすることが多い。実際に，若年者を対象と
して，匂い手がかりと言語手がかりによってそれぞれに自伝的記憶の想起を求め，生起時
期を比較した研究では，匂い手がかりによって想起される自伝的記憶と言語ラベル手がか
りによって想起される記憶には違いがみられないことが報告されている（Rubin, Groth & 
Goldsmith, 1984）。
　Chu & Downes（2000b）は高齢者を対象として，匂いあるいは言語を手がかりとした
自伝的記憶の想起を求め，その生起時期を比較した。実験の結果，言語手がかりによって
想起された自伝的記憶は，11歳から20歳までの出来事が多いという一般的な自伝的記憶研
究で確認されている生起時期の分布（e.g., 槙・仲, 2006; Rubin & Schulkind, 1997）に対
応し，いわゆるバンプ（bump）が確認された。これに対して，匂い手がかりによって想
起された自伝的記憶はそれよりもさらに古く，６歳から10歳までの間にバンプが遡ってみ
られたのである。Willander & Larsson（2006）は，Chu & Downes（2000b）の実験条件
にさらに写真手がかり条件を追加し，匂い，言語，写真をそれぞれに手がかりとして想起
される自伝的記憶の生起時期について比較を行った。その結果，匂い手がかりにおいての
み幼少期にバンプが確認された。また，Willander & Larsson（2007）は匂いのみ，言語，
匂いと言語の３条件を設定し，それぞれを手がかりとした場合の自伝的記憶の生起時期を
比較した。実験の結果，こちらでも匂いのみにおいて幼少期のバンプが確認されている。
さらに，匂いイメージを手がかりとした場合においても幼少期にバンプがみられることが
報告されている（Willander & Larsson, 2008）。これら一連の結果は，プルーストによる
報告と一致するものであり，高齢者を対象とした匂い手がかりによる自伝的記憶の生起時
期に関する研究では，幼少期の出来事が想起されやすいことが一貫して示唆されている。
３．今後の課題
　ここまでは高齢者を対象とした従来の知見について概観した。以下では今後の検討課題
について整理する。具体的には，様々な研究領域で近年盛んに検討されているテーマであ
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るポジティブ優位性効果，未来事象，精神的健康への影響の３点を取り上げ，本研究領域
との関連性や今後の発展性について議論する。
３．１．ポジティブ優位性効果
　高齢者では若年者と比較してポジティブな内容の記憶が多く想起されることが報告され
ており，この現象をポジティブ優位性効果（positivity effect）という（e.g., Charles, 
Mather & Carstensen, 2003; Kennedy, Mather & Carstensen, 2004; 増本・上野, 2009; 上野, 
2008）。たとえば，エピソード記憶に注目した検討として，Charles et al.（2003）は若年者，
中年者，高齢者を対象としてポジティブ，ネガティブ，ニュートラルな写真刺激を用いた
記憶課題を行った。記銘させたそれぞれの写真を描画させる再生課題を行った結果，若年
者と中年者ではニュートラル刺激よりもポジティブ刺激とネガティブ刺激の再生成績が高
くなったが，ポジティブ刺激とネガティブ刺激の再生成績には差が見られなかった。これ
に対して，高齢者ではポジティブ刺激の再生成績がネガティブ刺激やニュートラル刺激の
成績よりも高くなった。すなわちポジティブ優位性効果が確認されたのである。
　近年では自伝的記憶を対象としたポジティブ優位性効果の研究が盛んに行われている。
そこでは高齢者と若年者ではポジティブな内容（e.g., パーティや休日）の自伝的記憶の想
起率に大きな差はみられないが，ネガティブな内容（e.g., 事故や病気）の自伝的記憶の想
起 率 は 高 齢 者 の 方 が 若 年 者 よ り も 低 い こ と が 報 告 さ れ て い る（e.g., Field, 1981; 
Schlagman, Schulz, & Kvavilashvili, 2006）。また，自伝的記憶の感情特性を評定させた場
合，若年者は高齢者よりも想起した自伝的記憶をよりネガティブに評価した（e.g., 
Comblain, D’Argembeau & Van der Linden, 2004; Schlagman et al., 2006）。ポジティブ優
位性効果が生起するメカニズムについては，規定要因も含めて様々な議論が現在行われて
いる（e.g., 上野, 2008）。
　それでは匂い手がかりによる自伝的記憶ではポジティブ優位性効果が生起されるのであ
ろうか。厳密にはポジティブ優位性効果を直接検討した研究ではないが，２で取り上げた
知見に基づけば，ポジティブ優位性効果が確認される場合（Yamamoto & Sugiyama, 
2016）と確認されない場合（山本・富高, 2016a）がある。この差異については，高齢者に
おける個人の認知機能の違いなどが作用している可能性がある。また，既述のように，
Yamamoto & Sugiyama（2016）の研究では意図的想起事態における実験法が採用されて
いるが，山本・富高（2016a）では無意図的想起事態における日誌法によってデータ収集
が行われている（表１参照）。日誌法では日常生活の中にある匂いが手がかりとされるため，
その種類は多様であり，かつ参加者によって異なっている。一方，実験法で提示される匂
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い手がかりは，何らかの基準で実験者が予め準備し，統制された数種類の匂いである。こ
のような匂い手がかりの違いに代表されるように，両者の研究では研究方法等が異なって
おり，それが結果に影響している可能性も十分に考えられる。ポジティブ優位性効果は高
齢者の適応や主観的幸福感（well-being），QOLとも関連する極めて重要な研究テーマの
１つである。今後，詳細な検討を重ね，匂い手がかりによって想起される自伝的記憶では
ポジティブ優位性効果がみられるのかどうかを明らかにしなければならない。
３．２．未来事象
　本稿では過去の事象である自伝的記憶を対象としているが，近年の認知心理学的研究で
は未来の予定や出来事に関する記憶や思考について，エピソード的未来思考（episodic 
future thinking）や展望的記憶（prospective memory）に関する研究が行われ，関心を
集めている。Schacter, Addis & Buckner（2008）によれば，未来の出来事のイメージ化
と過去の体験の想起は基本的に同じ神経基盤に基づいている。だとすれば，自伝的記憶を
対象として見出された現象が未来事象においても再現される可能性が高い。
　匂い手がかりによって喚起される未来事象に関する研究はすでに行われている。たとえ
ばMiles & Berntsen（2011）は匂い，言語ラベル，視覚刺激をそれぞれに手がかりとして
提示し，過去の出来事，あるいはこれから未来に起こり得る出来事を喚起させた。その結
果，現在から15年前および20年前の過去の出来事では，匂い手がかりによって想起された
自伝的記憶の想起率が視覚的手がかりや言語ラベル手がかりによって想起されたそれより
も多かった。一方，未来事象について，匂い手がかりでは他の手がかりよりも直近の出来
事が多く喚起される傾向にあった。また，山本（2014b, 2015b）は日誌法を用いて匂い手
がかりによる未来事象の無意図的想起が生起されるかどうかについて検討を行った。その
結果，参加者全体の約80%が匂い手がかりによる未来事象の無意図的想起を経験したこと
や，Miles & Berntsen（2011）と同様に，匂い手がかりでは直近の出来事が喚起されやす
いことがわかった。そして，匂い手がかりによる未来事象の特徴として，情動的であり，
鮮明であるなど，過去の事象と類似した結果が示され，匂い手がかりの快不快度と未来事
象の快不快度との間に相関関係が見出されるなど，これまでの自伝的記憶研究で報告され
た知見と対応することが示唆された。
　高齢者を対象にした匂い手がかりによる未来事象の研究は近年行われ始めたばかりであ
る（山本・富高, 2016a, 2016b）。山本・富高（2016a）は，高齢者と若年者を対象として
匂い手がかりによって無意図的に喚起される過去事象および未来事象について検討を行っ
た。その結果，若年者の方が高齢者よりも快であり，重要で鮮明な事象を喚起することが
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示唆されたが，過去事象と未来事象における差はみられなかった。この結果に関連した研
究として，たとえばGallo et al.（2011）は高齢者と若年者を対象にニュートラル，あるい
は情動的な手がかり語を提示し，それに基づいて過去の出来事の想起か，未来に起こり得
る出来事を想像するように求めた。その結果，過去と未来の両方において高齢者は若年者
よりもポジティブな出来事を喚起し，３．２．で説明したポジティブ優位性効果が示され
たが，過去と未来における特徴の差は確認されなかった。これらの結果は，高齢者を対象
とした研究でも過去と未来における事象に明確な差異が生じないことを示唆している。
　日常生活を円滑に送るためには必要なタイミングで必要な情報が適切に想起されること
が不可欠であり，未来事象では主体が自分自身で想起の開始をせねばならない事態が多い
（e.g., 森田, 2012）。このような事態を支援するためには外界にある手がかりが重要である
が，匂いは未来事象において有効な手がかりとなるかどうかについてはさらなる検討が不
可欠である。とりわけ高齢者では，“３時に薬を飲まないといけない”といった未来の行
為に関する展望的記憶課題が日常生活に多く，そのタイミングを誤ってしまうと重大な問
題に発展しかねない。このような観点から匂いによるリマインダの有効性については今後
重要な検討課題である。
３．３．精神的健康への影響
　我が国は超高齢社会に移行し，高齢者の増加傾向が著しい。一般的に，様々な認知機能
は加齢により低下すると考えられており，他の感覚と比べると低下し始める時期は比較的
遅いものの，嗅覚能力（e.g., 同定能力や嗅覚刺激に関する感覚強度評定）も60歳以降で緩
やかに低下することがわかっている（e.g., 斉藤2013; 斉藤ら, 2001）。このような嗅覚能力
の低下は認知症のバイオマーカーとなり得る可能性が指摘されており（e.g., 峰平ら, 
1999），現在注目されている。厚生労働省は2025年に認知症患者が700万人を超えるとの推
測 値 を 発 表 し て い る が， 近 年 の 認 知 症 研 究 で は 軽 度 認 知 障 害（Mild Cognitive 
Impairment）をいかに発見するかが極めて重要であり，この意味においても嗅覚と認知
症との関連性を明らかにすることは高齢者の精神的健康を考えた場合に喫緊の課題であ
る。
　認知症の改善に焦点をあてた嗅覚に関する研究では，芳香浴を用いたアロマセラピーに
よる介入がアルツハイマー型認知症の認知機能を部分的に改善させること等が報告されて
いる（神保・浦上, 2008）。また認知症では，様々な認知機能が低下すると考えられている
が，嗅覚的記憶の保持力においてはその低減がみられないという報告がある（Naudin et 
al., 2014）。そもそも嗅覚的記憶は忘れにくく，６ヶ月の長期に渡る遅延条件を設け，再認
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テストを行った実験でも嗅覚刺激では視覚刺激よりも記憶の持続性が強いことが示されて
いる（Murphy et al., 1991）。Naudin et al.（2014）によれば，認知症患者でも，馴染みの
ある匂いであれば長期記憶の再認成績は健常者と同程度に保持されることが明らかにされ
た。認知症患者であっても嗅覚的記憶の保持および想起に関する認知能力が残存するので
あれば，その機能を活かした匂いによる回想は精神的健康だけでなく，認知機能低減の防
止や改善にも影響する可能性があるといえるだろう。
　高齢者や認知症患者を対象とした研究ではないが，匂い手がかりによる自伝的記憶研究
においても精神的健康に関連する興味深い研究が近年行われている。たとえばMasaoka 
et al.（2012）は，自伝的記憶が想起可能な匂いと想起不可能な匂いをそれぞれに提示し，
それらの提示中における実験参加者の呼吸の量や頻度などを比較した。その結果，自伝的
記憶が想起可能な匂いを提示している間は，想起不可能な匂いを提示した場合よりも一回
の呼吸の量が増加し，かつその頻度が低下することが示されている。また，他の生理指標
を用いた研究では，匂いによる自伝的記憶の想起を行うことで心拍数が低下したり，皮膚
電気反応（skin-conductance）が増加したりすることが報告されている（Matsunaga et 
al., 2011）。Matsunaga et al.（2013）によれば，匂いによる想起経験はポジティブな情動
を生起させるため，その結果，免疫能力が促進され，健康や主観的幸福感（well-being）
の獲得に繋がると考えられている。さらに，山本・猪股・富高（2016）は匂いによる無意
図的想起が生起された後の思考内容について質的な分析を行った。その結果，“思い出し
て気分がよくなった”，“リラックスした”といった想起後に気分がポジティブに変動する
可能性が示唆されている。このような研究は高齢者を対象とした匂いによる回想法研究（有
園ら, 1998）ともつながるものであり，今後は匂いによって想起される自伝的記憶が精神
的健康に及ぼす影響について実証的に検討する必要がある。
４．おわりに
　本研究では，高齢者を対象とした嗅覚と自伝的記憶における従来の研究を概観した上で，
今後検討すべき課題として，１．ポジティブ優位性効果，２．未来事象，３．精神的健康
への影響を取り上げ，考察を行った。本稿では当該研究領域における高齢者を対象とした
研究の必要性を論じたが，ここで説明したような現象の記述や応用展開だけでなく，それ
らをもとにした普遍的な理論の構築は何より重要である。近年，匂い手がかりによって想
起される自伝的記憶に関する新たな認知モデルが提起されたが（e.g., 山本, 2015a, 2016a），
このモデルは若年者を中心とした知見から構築されたものである。それが高齢者にも適用
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可能であるかどうか，さらには高齢者の場合にそのモデルを修正する必要があるかどうか
を新たに得られる知見から考察しなければならない。一般化可能性の高い普遍的な理論を
構築するためにも研究対象の枠を拡げた研究が期待されている。
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